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子吸光∠ゝ析とは
原子の基底状態から励起状態への遷移に伴う光吸収

現象〈原子スペクトル）を利用した分析法が原子吸光分析
である．試料中の目的元素を何らかの方法で原子蒸気

化し，その原子に特定の波長の光を透過させると原子の
数に応じて吸収が起こる．この吸収量から目的元素の濃

度を求めることができる義
試料の原子化の手段によって，フレーム原子吸光分

析とフレームレス原子吸光分析に大別することができる．
およその感度はフレーム法でppm，フレー一ムレス法（炭

素炉加熱法）でppbレベルの検出が可能である・
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基底状態名と励起状態昂のェネルギー差如に等し
いエネルギーの光を基底状態の原子にあてると，一部の原

子はこれを吸収して励起状態になる（図1）．原子を励起さ　ぁv
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せる光は，その原子特有の波長であり，励起される原子数　光による励起

と吸収されるエネルギー量は相関関係にあるため，特定元

素の定性および定量が可能となる．

子吸、分析の特徴 図1
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1・一般に非常に感度が高い（元素により感度にはかな
りの違いがある）－

2・共存する他元素の影響を比較的受けにくい．

3．試料が溶液であれば，多くの場合，前処理を必要としない．

4・固体試料の場合でも，他の分解法に比べて前処理を簡略化できる．
5・一般に分析目的元素ごとに専用の光源ランプを必要とする・

これらの特徴を生かして公害測定関係をはじめ，工業製品中あ不純物分線生化学，医学，農学関

係などにも広く用いられている・

’晋の概要

原子吸光分析装置は光源路試料部く原子化部），分光部，測光部
から構成され，光源部を出た光が試料部で一部吸収され，分光部，測

光部に入り吸収急が測定される．

光源部：中空陰極ランプ（ホロカソードランプ）

各元素に特有の波長の光を発する・
目的元素それぞれのランプが必要であることが艶長である．

試料部（原子化部）
○フレーム法

バーナーの炎（フレーム）中に試料を導入

ホロカソード

ランプ

燃料ガス一助燃ガス　　フレーム温度

アセチレン一空気　　2，300℃

忘・㌫㌶認諾憲欝　アセチ芸宗二賢二窒素　…：………芸
水素ーアルゴン　　　　1，6Oo℃目的元素に応じて適切な組み合わせを選

ばなければならない．
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○フレ - ム レ ス 法
- 般的には, グラフ ァイトの ように高温の 発熱体を炉として用いる方式が使われる(グラフ アイ卜

炉加熱法) . 炭素性 のチ ュ
ー ブ等に試料溶液を注入しカ口熱することにより, 試料の 灰化 - 原子

化を行う, 原子化の 温度は目的元素により異なるが, 2 0 O O
- 3 0 0 Q ℃である･

フ レ ー ム グラ フ ァ イ ト炉

( フ レ ー ム レ ス)

分光部 ･ 測光部

フ レ ー ム中で吸光を受けた光は分光離に入る. 分光器で分析線の みをとりだし, 検出暑凱 増幅器

を - て信号を指示計器に送る.

沸定方法

測定は
-

般に, 標準椴の後光飽から検魔線を作成し, 試料溶液につ い て の 吸光盈教焼魚線に内押

することにより試料溶練申の 目的元素の浪度を求める .

試料の調製

試料は通常す べ て溶液にする必要があるが, 水溶液 , 有機溶媒溶液とも測定可能である .

p H や薄根の色なども問題にならない .

プ レ ∵ ム レ ス法では 固捧試料も鴻定可能である.

[試料量] フレ
ー ム法 - 数 ml

フ レ ー ム レ ス 法 - 数 〃l - 1 0 0 〃l

[溝 度] 目的元素により異なる .

- 般 に p p I且 -

P p b オ
ー ダ ー

〔調製法〕 緑林の試料を適当な淡度に希釈する.

@

様輩試料の調教

検量線作成用に数種類の漉度の標準熔綬を調製しなけれ ばならない .

性質が分析試料溶根と類似しており, 共存物質の 存在畳もやきるだけ同じになるように 調整 して ,
そ の影響を小さくすることが必要である.

【淘定の 際の 注意】

原 子吸光分析 で妄ま微量濃度の 元素の 定量を行う場合が 多い の で, 使用する溶媒 ･試 薬･ 器具などに

つ いては 紗 L の 注意が必 要である . 例えば試料溶液 の調製の 際蔓こ使用した試薬 中に , 不 純物として分

析対象元素が微量含まれていると分析結果に誤差が生じる . また, 使用する器 具表面 - の金属 イオン の

費着や器具からの教鼻元索の溶出にも考慮が慈要である.

試料の調製から測定までは, なるべく短時間が良い . 科 エフレ ∴ムレ ス法 の場合溶液が希滞であるた

め
, 試料の調製は夜前に行うことが望ましい .

-
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測定条件の決定 (装置が最適条件敬白動設定)

目的元素に応じて諸条件毅決定しなければならない .

0 フ レ
ー ム法とフレ ー ム レス法に共通する項目

･ 分析線(波長)
･ 光源ランプの電涜値
･ 分光器 の スリット転

○フレ
ー ム故に関係する項 目

･ ノ1
- ナ - およぴフレ ー ム の 種類

(燃料ガス , 助燃ガス の組み合わせ)
･ 助燃ガス およぴ助燃ガス の圧力 の設定
･ フ レ - ム 中敷通過する光来位置の設定

○フレ
ー ム レ ス 故に 関係する項目

･ 乾煉, 灰化, 原 子化過程 の温度( 電流値) と保持時間

【備考】

フレ
ー ム レス睦はフレ

ー ム陰に比 べ て再現性が悪V
.

､
I

ランプを用いない 発光測定もある(ア]t, カリ金属向き) .

製産盗泉観

測定試料 : 天然水(湧きれ 河川水)

目的元素 : か レシウム , マ グネシウム

測定方法 : フレ
ー ム

元 素
フ レ ー - A

フレ
ー

ムレス

(高温炭寮炉)

測 楚 駁 愚( m g/I) 瀦 定
一

可能 範 短くL L 壷/I)
Ål 2 0 0

i OO O

0 . S ～ 芝O

A s 4 - 3 0 0

ら 0 . 1 - 1 . 5

B a G OO 2 - S O

C 尋 50 0 .0 5 - 2 .
C o 10 0 .5 -

4 0

C r 1 0 0 _ 0 .5 - 20

C tl 3 0 1 - 40

F e 2 8 0 .5 ～ 30

･ 毘 1() 0 .3 - 8

L i 5 0 .5 - 1 5

H g 2 0 .0 5 - 3

娼rl 2() 0 .3 - 15

h 4 o 40 0 2 - 8 0

N a 4 0 . I - 8

柑i 慧O N 0 .5 - 20

P b 2 0 0 2 - 6 0

Sb 10 0

3 00

4 - 1 5 0

S e

Si

3 - 2 0 0

0 . 1 - 4S r 50

4

V 2 - 1 0 0

Z Ti 0 .1 - 3

主 な元素 の試料浪度

岩瀬の清水 桜清水 薬師清水 大沢清水 阿賀野)tl

笹;沖村 寮港市 三 川村 封 松町 東川 町

C a ( n gi l) 1 .5 3 I7 5 .7 17 .3 6 .1

M g ( m g/I) 0 .9 1 .7 1 . 3 1 .6 l ･5

-
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